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80) Yanagishima,S.:Mcm.Colt.Scl'. UnEzl.

KyotoB,28,309-329(1961).

･Summary

Achangeinoperatingmodeoftheenvironmental

faとtorsiム'ducesanevolutioninpopulationwhen

theconditionismaintainedthereafterforsdveral

generations,Som占oftheecologicalcharactersof

aninsectchangerapidlyin■ashortperiodof

severalgenerationsasaresultofnaturalselection

bytheenvironm.ental･･factors･Suchevidences

werereviewedinnatur丘lpopulatiorlsandinthe

experimentalpopulations. ･Insomecasesthe

markergenesarehelpful.todetecttherapid

changeofecologicalcharalcter̀inashort,period

oftime. l

TheinfluencesoftheeYolutionalchangeinan

ecologicalcharacterupontheEIuctuationofan

insectpopulationwerediscussedfromthestand･

pointofseveraltheoriesonpopulationdynamics.

Whethertheeffectofsuchevolutionisintense

enoughtoraisetheeruptionofpopulationornot

dependsontheconception.Anyideaofpopulation

dynamicsisstillremainedinamazeofcontroversy

andtheeffectoEevolutionalchangemightalso

beofspeculative.

However.anappearanceofnewpestinsect,an

introductionofnewcontrolprogramsSuchaSan

introductionofnaturalenemyandofresistant

strainofplantandamodificatior10fhorticultural

'maTiagementsystem accompanya1greAtdi事･

･turbanceinecosysteT71. -While･theecosナitem

evolve岳intoaTbalancedhomeostasistheevolutional

changeinsoTheecologicalcilajicte'rsofantinsect

pestwotlld alsooccur possibly exerting-/its

influenceonpopulationdynamics.Theimportance

ofthestudyofthehereditaryevolutionisstressed

inpopulationdynamics.

抄

ワタアカミムシ雌蛾からの N,N-diettlyl-m-

toluamideか 削臥

.IsolationofN.NIDiethyl-m-toluamide(Deet)

from FemalePinkBollwormMoths.W.A.

Jonesand'M.Jacobson.Scl'cnce159,99(1968).

1966咋ワクアカミムシ (Pectl'nobhoragossy〆ella

Saunders).のVl･'.U5引物Fllが 10-propyl-trams-5.9-

trldecadienylacetate(propylure).と決起された.

この物矧 ま火験お的な生物試験では非'I前に地力である

那,･野夕は 蚊では効架がない.しかし雌蛾からの垢化

メチレンfll抽出物は野外でも誘引性を示す.rこのこと
から propylureが性誘引性を発揮するためのなにか

凪溶剤のTj:花が予想された.propylureと不活性な確

約叫両分を混合すると活件が発現することから,賦活

剤の申酌が試みられた.雌蛾hlllll物を -20oCでアセ

トン分画し,可溶部を範77.1下 メタノール柚IIIして

propylureを除き,メタノール不柄珊(1g)を糾た.

この油分を硝酸鋭処理シ')カゲルカラムで分離し.25.

50%ェーテル含有ヘキサンの矧LI分所からガスクロマ

トグラフィー単一ピ-クの油分 608mgを柑た. IR:

1630C血Ii膝 手頃ア:̂iドのカル持 ノけ650-900cm-II
(メタ釈放の芳香族);分子量 ,191(田虫分析)分子式1 L ■∫
CはH.,NO;NMR:b7.10(4個'0芳香族水素),∂1.ll

triplet,B'3.31quadruplet･(写佃の等価なまチル基).L<)1..1い

6.2･33..(:7軍 陣 O.矩 ル率)･'山手蛸 栗から稲造は

N,N-diethyI-m-toluamideとu!rji:された.なお合成

化合物の TR,NMR,11m分折紙架とも-均した.本

物門はすぐれT=鮎 lの忌避剤生し壷 1られ七おり,'叩

離された化合物は鮒ブシマカ (Aedesac.gybt･')に対＼
して令成物と同様に忌即 ド用を示す.しかし1-4:.物門が

ワタアカミムシ矧 こ対していくJJl弼 他 を村 こきは･■

すでに印i!･'8れてい1=.･測 ヒ3⊥5日後のワクアカミム
シ捌 nlこ多.FRへまれ.雌矧 こ少凪 雑および雌幼虫にI
はまったく缶まれていない. (桑原保正)

/

I
ケカビ目菌類の性物質 ▲
SexualFactoroftheMucorales.H‥VFn.Den1 }､ →ヽ-
Ende,Nature215,211(1967).

PhycomycesbZckestecanws.Mycormuccdoなどケ

カビRのカビではほ合をLLiじることから作物FlのLL:戒

が以11紬 }ら抑'ji:されて きた. Y.'･羽･らは Blakestca

trfsL)oraをもらい.potato-glucoseI汚地で振とう土語

推して作.fE;･性をしめす吻11を柑T:.

まず5n間柄茶の倍牲灼地をdiethyletherで抽tll,
これを HyElo･supercelのJJJ和クロマトグラフィ-に

かける∴さら盲こ.h甲 n占,b占nzene,die叫 噂her妄そ
そぐと活性物矧 ま溶出した.この分画のづ-パークロ

マ トゲラL.にはす本年 くとも5つの,UV吸収物質があ

る.ltjかLRfO.65のみが活性をもつ.このスポット､14･
を希アルか･)軸机 ペヅ 穎ヾ T･垂クPV.･.トネ ラフ
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I-をおこなうと前と同様に5つのスポットが得られ

已.このことから単離過程で大きな失活が生じている

ことがわかる.

この活性物空引ま直流ポーラログラフで他の4つのス

ポット物質と識別可能であるが, さらに pH9 tris

bufferの浪皮こう配をもつ DEAE･Sephadexでクロ

マトグラフィーをおこない約臥した.しかし著者らの

吻矧 ま1つは(+)株に活性があり,他は(-)株に活性があ

るような物質ではない.近赤外分析の結凪 単離化合

物はCfsとLrans異性体の混合物であってカロチノイ

ドのスペクトルによく似てい声.なおこの性物質の入

っている紋に光をあてると(+)(-)両株に対する括性は顕

熱 こ失なわれる.なおCaglioti(1964)は B.trisLIora

からカロチノイド生成を促進する物質 trisporicacid

Cを得ているが,著者らの物質はこれと同一である可

能性もある. (上山田別)

穀物の密閉貯蔵が害虫におよぽす効果.

Air･tightStorageofGrain;ItsEffectonTnsect

pests･IVRhyzo♪ertJzadoml'nzIca(F.)andsome

otherColeopterathatInfestStoredGrain.

S.W.BaileyI.StoredProd.Res.1,25(1965).

酸諺扮 圧を下げた場合と宇髄化炭素分圧を上げた場

合の貯蔵放物tl,誓虫の死亡率におよばす効果をしらべた.

用いた昆虫は靴細目のコナナガシンクィ,コクヌスト

モドキ.ノコギリヒラタムシ.サビカクムネヒラタム

シの成虫とヒメアカカツオプシムシの幼虫の5手玉であ

ち.火映は30°または32●で,72%r.H.に粒度を調
節した当該;A,駿東,2憩化炭某の氾合気流巾で行なっ

た.5超とも酸素分圧が2週間にわたって3%以下に

なると死亡率が100% になる.しかし休眠中のヒメア

カかソオブシムシ幼虫は酸素分圧が2% になっても死

亡率は16% にすぎない12酸化炭素分圧は40% に上

昇させても多くのものギ生き残る･

密閉状闇での穀粒の間にある空気成分はだんだん変

化する.その変化に応じた5種の見かけの呼吸商を測

定したが,その他はあまり変化しない.そのようなと

きu山は放苅不足で殺されるが,2酸化炭素の苛税で

は発育はおくれるとしても殺されることは少ない.

(高橋史樹)

シロナヨトウ蛾の性誘引物質の単離,同定および

合成.

SexPheromoneoftheFallArmywormMoth;

Isolation,IdentificationandSynthesis,A.A.

SekulandA.N.Sparks,I.Econ.EnLomol.
60,1270(1967).

シロナヨトウ (SL･odoLIierafungiJ)eTda)の処女雌

蛾 135,000匹の腹部末端部を切断し,エーテル泣山し,
さらに磨砕抽出して黄色油状物をうる.このものから

-20oCでアセトン不溶部を除き,濃縮してえられる

油状物をペンタンに浴解して,･シリカゲルカラムで分

離精製する.誘引活性は1% および3% ェーテル含有

ペンタンで溶出される.これの没細物からメタノール

(1-2mL)の可溶部をとり,シ.)カゲルGのIRTilLYけ ロ
マトグラフイー (放開剤,n-ヘキサン'.エーテル :酢

慨-95:5:1)で分離して,活性部分としてRl･-017-

0.8の油分 (8mL)をえた.これを硝酸鎚処刑!(25%

含有)シリカゲルカラムで分離し,0.75%および1%

エーテル含有ペンタンで群山する部分をとる.これを

さらにアセチルセルローズの縛層クロマトグラフ (幽

閉瓢 メタノール :水-8:1)で分離して RJ･=O･65

の部分を災 める.つ ぎにガスクロマトグラフ (10%

SE-30,1･5.m*6mm,He45mZ/min,187-oC)にかけ

RE9分の部分を分取して 900FLgの活性物質を得た.

IR:1,735cm-1(ェスチルカルポニル),1.235,1,038

cm-1(酢酸エステル),1,650,720cm-1(シス型二茄

結合),加水分m, アセチル化による括牡の刑/Rと回

乱 接触還元による活性の消失と生成物のテトラデカ

ノールアセテートの同定 (ガスクロマトグラフィー)

の結果より, シロナヨトウの性誘引物TIは cl.S-9-
tetradecen11-01と同定された.本物矧 ま大矧こli在す
るミ･)ストオレイン慨のメチルエステルから LiAIHl

還元とそれにつづくアセチル化で合成され,3×10112g

で活性を示す.なお合成されたトランス異性体はまっ

たく活性を示さない. (桑原保正)
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